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〔特集矢島脩三教授定年退職記念〕
矢島脩三教授
矢島脩三先生のご定年退職にあたって
総合情報学部長加藤 隆
矢島脩三先生は， 1956年 3月に京都大学工学部電気工学科をご卒業され，同年4月に京都大
学大学院工学研究科に進まれた.1961年4月に京都大学工学部助手となられ，その後， 1963年
12月に京都大学工学部講師， 1967年10月に同助教授， 1971年4月に同教授に就任された．その
間， 1964年6月に京都大学より工学博士号を取得されている．
矢島先生が1997年3月に京都大学を定年退官されるのを機に，同年4月から関西大学総合情
報学部にお迎えした．先生は大学院総合情報学研究科博士後期課程の開設にあたり準備委員会
の中心として尽力され， 1999年10月より総合情報学研究科長として大学院における教育研究の
陣頭指揮をとられた．ちょうど総合情報学研究科修士課程の第 1期修了者を輩出し，同博士後
期課程に第 1期生を迎え人れる2000年春に符節を合わせるかのような絶妙のタイミングであっ
た．そして， 7年の在職を経て，総合情報学部開設満10年の節目にあたる2004年3月に定年退
職を迎えられた．
総合情報学部が開設された1994年当時を振り返ると，わずか10年余りの月日であるにもかか
わらず，情報化社会の様相が大きな変貌を遂げていることがわかる．当時は教育研究機関や先
進的企業の利用に限られていたインターネットが爆発的な普及を示し，今では一般ユーザも情
報受信のみならず情報発信に積極的にインターネットを活用する時代となっている．また，当
時流行していたポケットベルは姿を消し，それに代わって急速に普及した携帯電話も単なる通
話の道具ではなくなり，様々な情報処理を行うコンピュータとしての様相を顕著にしつつある．
今号にご寄稿いただいた矢島先生の退職者記念論文には，コンピュータの要素技術に日進月
歩ならぬ「秒進分歩」の発展があったことが具体的かつ鮮明に描写されている．まさに矢島先
生ご自身がコンピュータの進化を担われた当事者であり，歴史の生き証人であり，生き字引で
あることから，臨場感溢れる「実況中継的」記述が可能であったのであろう．
矢島先生は権威ある米国電気電子工学会 (IEEE)の終身フェローであるが，これは研究者
としての先生の功績がいかに偉大であるかを示す lつの証左である．また，何事にも何人にも
分け隔てなく真摯に対応される矢島先生のお人柄には誰もが感銘を深くするところである．そ
の矢島先生から直に講義や演習指導を受ける機会を得た学生諸君の幸運と，教育研究を同じく
する機会を与えられた我々教員一同の幸運を思い起こし，ここにあらためて矢島脩三先生への
深謝を表し，益々のご健勝とご活躍を心よりお祈りする次第である．
